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○日 時  令和５年３月 20 日 

      午前 10 時 00 分開議 

─────────────────────── 

○場 所  議 場 

─────────────────────── 

○出席委員（14 名） 

委 員 長    山 田 庫司郎 

副 委 員 長    立 崎 聡 一 

委   員    石 垣 直 樹 

井 戸 達 也 

小田部   照 

金 兵 智 則 

工 藤 英 治 

栗 田 政 男 

澤 谷 淳 子 

永 本 浩 子 

平 賀 貴 幸 

古 田 純 也 

松 浦 敏 司 

村 椿 敏 章 

─────────────────────── 

○欠席委員（１名） 

近 藤 憲 治 

─────────────────────── 

○委員外議員（０名） 

─────────────────────── 

○説明のため出席した者 

市 長   水 谷 洋 一 

副 市 長   後 藤 利 博 

企 画 総 務 部 長   秋 葉 孝 博 

市 民 環 境 部 長   武 田 浩 一 

健 康 福 祉 部 長   桶 屋 盛 樹 

健 康 福 祉 部 参 事 監   永 森 浩 子 

農 林 水 産 部 長   川 合 正 人 

観 光 商 工 部 長   伊 倉 直 樹 

建 設 港 湾 部 長   立 花   学 

水 道 部 長   柏 木   弦 

企 画 調 整 課 長   佐々木   司 

総 務 防 災 課 長   日 野 智 康 

財 政 課 長   古 田 孝 仁 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

教 育 長   岩 永 雅 浩 

学 校 教 育 部 長   田 口   徹 

社 会 教 育 部 長   吉 村   学 

─────────────────────── 

○事務局職員 

事 務 局 長   林   幸 一 

事 務 局 次 長   石 井 公 晶 

総 務 議 事 係 長   法師人 絵 理 

総 務 議 事 係   早 渕 由 樹 

係   山 口   諒 

─────────────────────── 

午前10時00分 開議 

○山田庫司郎委員長 おはようございます。 

 本日の出席委員は14名で、定足数に達しており

ますので、ただいまから本日の委員会を開きま

す。 

 本日の委員会には、次の委員から欠席の届出が

ありましたので報告いたします。 

 欠席、近藤憲治委員。 

 本日の審査日程は、総括質疑及び報告等の取り

まとめについてでありますが、この際、休憩をし

まして種々御協議を願うことにしたいと思います

が、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がありませんので、そのように決定しまし

た。 

 それでは、ここで暫時休憩します。 

 再開は、追って予鈴をもってお知らせしますか

ら承知願います。 

午前10時01分 休憩 

───────────────────────── 

午後12時59分 再開 

○山田庫司郎委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 取りまとめの結果でありますが、一つ、総括質

疑は行わない。一つ、特別委員会での討論は省略

する。一つ、委員会に付託された議案12件につい

ては、議案第１号及び議案第３号並びに議案第４

号並びに議案第６号及び議案第７号並びに議案第
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12号の６件は大方の委員により原案可決すべきも

のと決定し、また、議案第２号及び議案第５号並

びに議案第８号から議案第11号までの６件につい

ては、委員全員の一致により原案可決すべきもの

と決定し、４項目の附帯意見を付すものと一致し

たところであります。 

 なお、附帯意見については、お手元に配付のと

おりでございます。 

 ここで、お諮りします。 

 本委員会に付託され、審査中の令和５年度各会

計予算及び関連議案の計12件は、細部質疑を全て

終了し、この際、総括質疑は行わないこととし、

討論は省略する。また、議案12件に対しては、先

ほど申し上げたとおり、４項目の附帯意見を付し

て原案どおり可決すべきものとする。 

 以上のような取扱いにすることとしまして、本

委員会は審査を終了し、本会議に報告することに

したいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。よって、そのように決定

されました。 

 以上をもって、本委員会はその使命を終了し、

閉会の運びとなりました。 

 自席でお許しを頂きまして、ここで私から一言

御挨拶を申し上げます。 

 去る３月10日、令和５年度予算等審査特別委員

会が設置され、私が委員長に、立崎委員が副委員

長に選任されまして、実質６日間にわたり慎重に

審査を頂きました。その間、委員の皆様方におか

れましては、大変熱心に審査を頂き、また、理事

者の皆さんには長期間にわたりまして、誠心誠意

審査に御協力を頂きましたことに心からお礼を申

し上げます。皆様の御協力に対しまして、心から

厚くお礼を申し上げ挨拶といたします。 

 大変ありがとうございました。 

 以上で、令和５年度予算等審査特別委員会を閉

会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

午後１時03分 閉会 


